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審査員コメント
 喜びが凄く画面に出ていて、プリミ
ティブな表現ではあるけれども、それ
がかえって絵を楽しくしているし、美
しくしている。
 小林さん自身の、絵の具を使う筆の
動きが軽やかで、自由に動いており、
それがいきいきとした画面にしている
のではないか。

収穫
　小林 廣子

審査員コメント
 小さき命、路傍に何気なく咲いて
いるタンポポに限りない愛を込め
て、タンポポの一生、季節を伴った
一年というサイクルの中、植物的命
といいうものにたいする限りない愛
が、とても透明な広い空間の中に、
タンポポの命がはぐくまれている。

タンポポ
　カナヅ

審査員コメント
　受胎告知と言うような宗教画の体裁を借
りながらも自分の言葉で作品を作っている。
版画という技法なのだが、そんじょそこら
にある草花とか昆虫とかを、そのままフロッ
タージュであるかのように、、スタンピング
する様な形、そういうことと自分が手書き
で書いていくことを、うまく組み合わせて
いる。一個一個が小さくても、全体を見て
一つの画面になるような画面になっている。

THE LITTLE 
COPPERPLATE BOOK
　中村 由起子


